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オリンピック・パラリンピック準備局　令和４年度予算案（概要）

Ⅰ 事業体系と予算額
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〔政策企画局、生活文化スポーツ局に組織再編〕

令和４年度
予算案

令和３年度
予算額

増（△）減

4,418,236 3,889,597 528,639

8,098,045 6,768,530 1,329,515

126,548 110,289 16,259

79,376 61,574 17,802

47,172 48,715 △ 1,543

64,483 65,918 △ 1,435

48,887 49,047 △ 160

15,596 16,871 △ 1,275

4,223,518 1,467,085 2,756,433

（Ⅱ－１参照） 300,353 279,302 21,051

（Ⅱ－２参照） 569,866 565,074 4,792

（Ⅱ－３参照） 37,488 0 37,488

（Ⅱ－４参照） 2,567,811 122,709 2,445,102

（Ⅱ－５参照） 748,000 500,000 248,000

（Ⅱ－６参照） 1,382,078 1,095,741 286,337

1,072,229 966,693 105,536

309,849 129,048 180,801

（Ⅱ－７参照） 390,814 361,989 28,825

（Ⅱ－８参照） 1,910,604 2,166,235 △ 255,631

1,910,604 1,406,312 504,292

0 759,923 △ 759,923

0 1,501,273 △ 1,501,273

14,842,618 12,328,986 2,513,632

123,739 185,070 △ 61,331

7,182,373 8,515,667 △ 1,333,294

160,237 211,566 △ 51,329

3,521,415 4,935,829 △ 1,414,414

3,500,721 3,368,272 132,449

（Ⅱ－10参照） 7,536,506 3,606,262 3,930,244

0 21,987 △ 21,987

27,358,899 22,987,113 4,371,786

2,608,971 8,402,000 △ 5,793,029

オリンピック・パラリンピック調整費 988,339 380,830,887 △ 379,842,548

3,597,310 389,232,887 △ 385,635,577

30,956,209 412,220,000 △ 381,263,791

政策企画局分計

スポーツの振興

大会施設管理事務

管理費

体育施設等の運営

体育施設等の整備

（Ⅱ－９参照）

スポーツムーブメントの創出

スポーツを通じた被災地交流事業

大会のレガシーを継承する取組

事業名

①管理費

②スポーツ総合推進費

③スポーツ施設費

スポーツ施設管理事務

公益財団法人東京都スポーツ文化事業団助成

東京都スポーツ文化事業団運営費補助

広域スポーツセンター事業費補助

区市町村におけるスポーツ振興施策への支援

スポーツ総合推進管理事務

スポーツ総合推進管理事務（二次）

企画調整

生涯スポーツの振興・地域スポーツの振興

体育施設等の企画調整

新規恒久施設の管理運営

総合的な競技力向上施策の推進

競技スポーツの振興

大会開催に向けた普及啓発　他

生活文化スポーツ局分計（①+②+③）

生活文化スポーツ局分＋政策企画局分計

生活文化スポーツ局移管分

政策企画局移管分

スポーツ国際交流事業

マラソン祭りの開催等

パラスポーツの振興

パラスポーツの振興

パラリンピック普及啓発事業

体育施設等の運営

（単位 ： 千円）



Ⅱ 主要事業

１ 生涯スポーツの振興・地域スポーツの振興  3億 35万円

○

○ 総合型地域スポーツクラブの質的充実を図るため登録・認証制度を実施するほか、引き続きクラブの支援を実施

○ 　スポーツ推進企業の交流用Webサイトの活用、スポーツインストラクター等の派遣など、スポーツ推進企業の取組を促進

２

○

○ スポーツイベントの広報を統一的・広域的に実施し、都民のスポーツ情報に触れる機会を創出

○

〇

３ スポーツを通じた被災地交流事業 3,749万円

〇 東京2020大会を契機に、これまで築いてきた被災地との絆をレガシーとし、被災３県と連携し、新たなスポーツ交流事業を展開

４ 大会のレガシーを継承する取組  25億6,781万円

○ 　大会１周年の機会を捉え、大会の開催意義、感動や記憶を共有するとともに、数々のレガシーを活用し、スポーツ振興を促進

○

○ 　地域と一体となった、誰もが楽しめる自転車のイベントを実施するとともに、大会等の開催に向けて計画を策定する

５ 区市町村におけるスポーツ振興施策への支援  7億4,800万円

○ 　区市町村が実施するスポーツ実施率やパラスポーツの関心度向上に資する事業や、スポーツ環境の整備・促進に向けて

　区市町村が行う施設整備の事業を支援

６

○

〇

７

○

〇

８

○

９

○

○

10

○

○

　多くの都民が参加できる各種大会の開催、高齢者の健康維持・増進を図るシニアスポーツ振興事業等を実施

　 障害者が身近な地域でスポーツができる環境の整備、パラスポーツを支える人材の裾野拡大と質の向上、観戦機会の提供等
を通じたパラスポーツの理解促進・普及啓発、国際大会で活躍するパラアスリートの継続的な輩出に向けた競技力向上事業等、
パラスポーツを社会に根付かせるため、様々な事業を実施

体育施設等の運営・新規恒久施設の管理運営 70億 2,214万円　

　 東京2020大会を契機に高めた競技力向上のレガシーを最大限継承し、東京のアスリートの競技力向上を図るとともに、東京のア
スリートが、その経験をもとに地域で活躍し、スポーツの裾野を拡大する循環を創り出していく。

総合的な競技力向上施策の推進 13億 8,208万円

スポーツムーブメントの創出 5億 6,987万円　

パラスポーツの振興　 19億 1060万円　

東京2020大会のパラリンピックコースを活用した東京レガシーハーフマラソンを開催

　スポーツジム等と連携し、子供や高齢者が楽しく取り組めるフィットネスを紹介

　東京2020大会アーカイブ資産等の活用

新規恒久施設
夢の島公園アーチェリー場、海の森水上競技場、カヌー・スラロームセンター、大井ふ頭中央海浜公園ホッケー競技場、東
京アクアティクスセンター、有明アリーナ

東京都が開催都市となり、令和4年度に国民体育大会関東ブロック大会を開催

　都民のスポーツ気運の醸成に向け、スポーツイベントの開催、国際大会の支援等を実施

  子供同士や親子で楽しく遊べる外遊びやお家でできる運動等を動画配信することにより、運動機会を創出

既存体育施設
東京体育館、駒沢オリンピック公園総合運動場、東京武道館、東京辰巳国際水泳場、有明テニスの森公園テニス施設、
若洲海浜公園ヨット訓練所、武蔵野の森総合スポーツプラザ、東京都障害者総合スポーツセンター、
東京都多摩障害者スポーツセンター、東京パラスポーツトレーニングセンター

　 ランナー・応援者・ボランティアなど全ての参加者が一体となるスポーツイベントとして、東京マラソン、マラソン祭りを開催

　東京アクアティクスセンターなど新規恒久施設の大会後改修工事等の実施

　駒沢オリンピック公園総合運動場など既存体育施設等の改修整備工事の実施

マラソン祭りの開催等 3億 9081万円

体育施設等の整備 75億 3,651万円　


